
東
京
歯
科
大
学
は
高
山
紀
斎
に
よ
り
明
治
二
十
三
年
一
月
に
設
立

さ
れ
た
高
山
歯
科
医
学
院
に
始
ま
る
。
高
山
は
嘉
永
三
年
十
二
月
十

二
日
岡
山
に
生
れ
、
明
治
五
年
に
渡
米
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
て
ド

ク
ト
ル
・
ヴ
ァ
ン
デ
ン
ポ
ル
グ
に
歯
痛
の
た
め
通
院
中
、
す
す
め
ら

れ
て
入
門
、
明
治
十
一
年
三
月
帰
国
、
四
月
銀
座
に
開
業
の
か
た
わ

ら
高
山
歯
科
医
学
院
を
設
立
し
た
。

高
山
の
医
術
開
業
免
状
は
内
務
省
衛
生
局
報
告
第
十
六
号
、
十
二

．
ヘ
ー
ジ
に
「
成
規
ノ
試
験
ヲ
経
テ
医
術
開
業
免
状
ヲ
授
輿
シ
タ
ル

者
、
自
明
治
十
一
年
五
月
至
同
十
三
年
九
月
」
の
中
に
「
内
外
科
、

東
京
府
寄
留
、
岡
山
縣
下
高
山
紀
斎
、
二
十
七
年
九
月
」
と
あ
り
、

免
状
は
同
年
六
月
（
高
山
歯
科
医
学
院
設
立
御
認
可
願
い
に
よ
る
）
に
授

与
さ
れ
た
。
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大
日
本
私
立
衛
生
會
雑
誌
の
歯
科
的
記

載

○
落
合
俊
輔
・
谷
津
三
雄

高
山
に
は
明
治
十
四
年
六
月
に
本
邦
最
初
の
歯
科
専
門
言
『
保
歯

新
論
』
上
下
二
巻
、
『
歯
の
養
生
法
』
（
明
治
十
五
年
刊
）
『
歯
科
薬
物

摘
要
』
（
明
治
十
九
年
刊
）
『
通
俗
歯
の
養
生
法
』
（
明
治
二
十
二
年
刊
）

次
い
で
、
『
衛
生
保
歯
問
答
』
（
明
治
二
十
三
年
六
月
刊
）
な
ど
多
く
の

著
書
が
あ
る
。
そ
の
内
、
こ
の
『
型
生
保
歯
問
答
』
の
「
緒
言
」
に

「
今
又
諸
家
の
質
議
に
答
フ
ル
者
ヲ
輯
メ
テ
ー
冊
子
と
成
シ
之
ヲ
刊

行
ス
、
幾
ク
ハ
以
テ
医
科
ノ
参
考
一
一
供
、
と
と
あ
り
、
ま
た
「
凡

例
」
に
「
此
耆
ノ
原
稿
〈
大
日
本
私
立
衛
生
会
会
員
ノ
質
議
及
び
朋

友
ノ
質
問
一
一
答
へ
シ
者
ナ
リ
」
と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
第
一
全
身

病
ト
齪
歯
ト
ノ
関
係
」
か
ら
「
第
五
十
二
金
充
填
ノ
注
意
」
に
つ
い

て
百
九
十
一
・
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
り
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
『
衛
生
保
歯
問
答
』
に
あ
る
長
与
專
斎
（
大
日
本
私
立
衛
生
会

副
会
頭
）
の
「
題
言
」
に
「
高
山
君
は
歯
科
白
眉
大
日
本
私
立
衛
生

会
推
挙
審
事
委
員
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
こ
で
大
日
本
私
立
衛
生

会
雑
誌
第
一
号
（
明
治
十
六
年
六
月
刊
）
か
ら
第
五
十
五
号
（
明
治
二
十

年
十
二
月
刊
）
を
参
考
資
料
と
し
、
高
山
が
い
つ
審
事
委
員
に
な
っ

た
の
か
、
ま
た
最
初
の
質
問
は
誰
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
内
容
で
な

さ
れ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
本
誌
の
質
問
内
容
と
『
衛
生
保
歯
問

答
』
の
内
容
と
を
比
較
検
討
し
た
。
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大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
第
十
五
号
（
明
治
十
七
年
八
月
刊
）
の
本

会
報
告
の
項
（
六
十
九
・
ヘ
ー
ジ
）
に
「
本
会
会
員
審
議
委
員
を
嘱
託
し

承
諾
を
得
た
」
と
あ
り
、
医
学
科
に
足
立
寛
、
北
里
柴
三
郎
、
三
宅

秀
の
三
氏
が
あ
る
が
高
山
の
名
は
な
い
。
同
誌
第
二
十
九
号
（
明
治

十
八
年
十
月
刊
）
の
本
会
記
事
に
第
二
十
七
常
会
（
明
治
十
八
年
九
月

二
十
六
日
）
で
「
今
般
会
頭
よ
り
左
の
如
く
審
事
委
員
を
委
託
せ
り
」

と
あ
り
、
医
学
科
二
局
山
紀
斎
君
の
名
が
み
ら
れ
る
。

本
誌
第
三
十
号
（
明
治
十
八
年
十
一
月
刊
）
に
新
潟
県
会
員
、
内
藤

久
徴
氏
か
ら
の
「
○
齪
歯
豫
防
ノ
質
問
」
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
応

答
が
高
山
に
よ
り
四
十
七
’
五
十
三
。
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
『
衛
生
保
歯
問
答
』
の
第
一
、
全
身
病
卜
齪
歯
ト
ノ

関
係
と
思
わ
れ
る
。
本
誌
第
三
十
五
号
（
明
治
十
九
年
四
月
刊
）
に
東

京
会
員
、
岡
戸
宗
七
郎
氏
か
ら
「
○
糖
類
ト
歯
牙
ノ
関
係
ニ
ッ
イ

テ
」
、
高
山
が
応
答
を
五
十
三
’
六
十
。
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
り
記
載
し
て

い
る
。
こ
れ
が
『
衛
生
保
歯
問
答
』
の
第
二
齪
歯
ト
砂
糖
ト
ノ
関
係

と
思
わ
れ
る
。
本
誌
第
五
十
五
号
（
明
治
二
十
年
十
二
月
刊
）
に
茨
城

県
会
貝
、
松
浦
守
誠
氏
か
ら
「
○
鉄
漿
浬
歯
ノ
害
ノ
質
問
」
に
つ
い

て
高
山
の
応
答
が
二
十
四
’
二
十
七
・
ヘ
ー
ジ
に
わ
た
り
記
載
し
て
あ

る
。
こ
れ
は
『
衛
生
保
歯
問
答
』
の
第
三
、
浬
歯
ノ
害
で
は
な
く
、

第
四
浬
歯
の
衛
生
上
関
係
と
そ
の
内
容
か
ら
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

歯
科
に
関
す
る
質
問
は
明
治
十
八
年
、
同
十
九
年
、
同
二
十
年
と
毎

年
一
題
づ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
に
お
い
て
歯
科
に
関
す
る
発
表
は
第

十
常
会
（
明
治
十
七
年
三
月
二
十
九
日
）
に
会
員
・
千
葉
吾
一
氏
が
「
口

咽
は
百
病
の
門
戸
」
と
題
し
て
演
説
し
た
の
が
最
初
で
、
本
誌
第
十

一
号
（
明
治
十
七
年
四
月
刊
）
の
十
一
’
十
八
。
ヘ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。ま

た
大
日
本
私
立
衛
生
会
は
初
代
会
頭
佐
野
常
民
、
副
会
頭
長
与

専
斎
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
年
五
月
二
十
八
日
の
第
五
次
総
会
で

役
員
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
会
頭
山
田
顕
義
君
八
百
三
十
九
票
、
副

会
頭
長
与
専
斎
君
八
百
十
六
票
で
明
治
二
十
年
七
月
一
日
本
会
改
正

規
則
に
よ
り
第
二
代
会
頭
山
田
顕
義
と
決
ま
っ
た
。
な
お
会
頭
の
次

点
は
長
与
、
三
宅
両
君
と
も
百
点
以
内
で
あ
っ
た
と
の
記
録
か
ら
山

田
顕
義
の
圧
倒
的
な
票
数
で
決
定
し
た
。
こ
の
山
田
顕
義
こ
そ
日
本

大
学
の
学
祖
で
あ
る
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）
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